
                    

№52 
真宗大谷派  本明寺通信 

2019 年 4 月 1 日発行  

鹿児島県南九州市知覧町  

立山かくれ念仏洞  

（２０１９年２月６日撮影）  



明―みょう―  №52 2019年 4月 1日発行 

- 2 - 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告 

＠
福
島
県
い
わ
き
市 

旧
好
間
応
急
仮
設
交
流
会 

 

（
２
０
１
９
年
１
月

24
日
～

25
日
） 

昨
年
の
１
月
以
来
（
僕
は
２
年
ぶ
り
）

の
交
流
会
。
好
間
応
急
仮
設
住
宅
は
全

員
が
退
去
し
、
解
体
に
向
け
て
立
ち
入

り
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
こ

の
場
所
で
何
度
炊
き
出
し
を
し
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
」
と
ふ
と
思
い
返
し
ま
し

た
。 

 

僕
が
初
め
て
好
間
応
急
仮
設
住
宅
を

訪
ね
た
の
は
震
災
か
ら
一
年
が
経
と
う

と
し
て
い
た
２
０
１
２
年
２
月
の
こ
と

で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
福
島
以
北
の
地

震
や
津
波
被
害
の
場
所
で
の
活
動
で
あ

っ
た
た
め
、
福
島
を
通
り
過
ぎ
る
車
中

で
「
い
つ
か
必
ず
」
と
い
う
思
い
で
し

た
。
し
か
し
、
い
ざ
福
島
で
の
活
動
が

決
ま
っ
た
時
、
ど
の
面
下
げ
て
行
け
ば

い
い
の
か
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
事
故

が
起
こ
っ
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

は
関
東
へ
の
送
電
の
た
め
に
造
ら
れ
た

も
の
で
、
好
間
応
急
仮
設
住
宅
は
そ
の

事
故
の
た
め
に
避
難
を
強
い
ら
れ
た
方

た
ち
が
居
ら
れ
た
か
ら
で
す
。 

 

い
ざ
、
活
動
が
始
ま
れ
ば
い
つ
も
と

変
わ
ら
ず
に
炊
き
出
し
の
準
備
を
し
ま

し
た
。
そ
の
時
の
炊
き
出
し
は
缶
詰
と

野
菜
を
炒
め
た
り
し
て
提
供
し
た
「
缶

詰
居
酒
屋
」
。
話
も
盛
り
上
が
り
仮
設
住

宅
の
方
と
初
め
て
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス

に
行
っ
た
の
も
そ
の
時
で
し
た
。
以
降
、

炊
き
出
し
も
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
。
焼
き

鳥
、
焼
き
そ
ば
、
鉄
板
焼
き
、
な
ど
な

ど…

。
活
動
の
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に

仮
設
住
宅
の
集
会
所
付
近
に
は
テ
ー
ブ

ル
や
イ
ス
が
で
き
、
活
動
し
や
す
い
よ

う
に
と
集
会
所
の
外
に
も
流
し
台
（
屋

根
つ
き
）
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

全
て
仮
設
住
宅
に
避
難
し
て
い
る
大
工

さ
ん
の
お
手
製
で
す
。
他
に
も
足
湯
、

念
珠
作
り
、
仙
台
教
区
が
主
催
す
る

「
３
・
１
１
心
に
刻
む
集
い
」
に
参
加

 

仮
設
住
宅
が
解
散
し
て
復
興
住
宅
に

引
越
し
し
た
こ
と
は
一
つ
の
節
目
で
あ

っ
て
復
興
の
終
わ
り
で
は
な
い 
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を
し
た
り
と
、
こ
の
７
年
間
を
通
し
て

被
災
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
枠
を

超
え
た
関
係
性
が
生
ま
れ
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。 

 

今
回
、
仮
設
住
宅
が
解
散
し
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
交
流
会
を
開
く
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
い
ず
れ
来
る
仮
設
住
宅
の

解
散
を
見
越
し
、
新
し
い
住
所
や
連
絡

先
を
同
朋
社
会
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

務
局
宛
て
に
伝
え
て
も
ら
う
手
段
と
し

て
「
ツ
ナ
ガ
ル
ハ
ガ
キ
」
を
配
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
ど
の
く
ら
い

の
返
信
が
あ
る
か
。
ま
た
交
流
会
を
開

い
て
も
、
ど
の
く
ら
い
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
け
る
か
、
と
て
も
不
安
が
あ
り

ま
し
た
が
、
僕
の
想
像
以
上
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ツ
ナ
ガ
ル
ハ
ガ
キ
」

が
行
き
届
か
な
か
っ
た
方
に
も
、
人
づ

て
に
情
報
が
伝
わ
り
、
ご
参
加
い
た
だ

い
た
方
も
い
ま
し
た
。
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
集
ま
っ
た
方
々

が
「
久
し
ぶ
り
～
。
元
気
だ
っ
た
～
？
」

と
言
葉
を
交
わ
し
、
楽
し
く
お
喋
り
を

し
て
い
る
姿
に
、
ま
た
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
楽
し
い
お
喋
り
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
復
興
住

宅
に
入
っ
て
、
ま
た
復
興
住
宅
で
は
な

い
場
所
に
引
っ
越
し
て
感
じ
た
こ
と
、

気
を
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
人
間
関
係

の
こ
と
、
寂
し

さ…

。
仮
設
住

宅
を
出
た
か
ら

と
い
っ
て
終
わ

り
で
な
い
の
で

す
。 交

流
会
に
て

い
ろ
い
ろ
な
話

を
伺
っ
て
思
い

出
し
た
感
覚
が

あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
初
め
て
好
間
仮
設
で
話
を
伺
っ
た

時
の
感
覚
で
す
。
あ
の
時
も
そ
う
で
し

た
。「
ご
近
所
さ
ん
に
は
話
せ
な
い
。
あ

な
た
た
ち
が
来
て
く
れ
る
か
ら
話
せ
る
」

と
。
近
い
所
、
近
し
い
人
に
は
話
し
づ

ら
い
こ
と
も
、
あ
る
意
味
「
他
人
」
に

は
話
せ
る
。
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
気
持

ち
の
整
理
が
で
き
た
り
、
気
持
ち
が
楽

に
な
っ
た
り
す
る
。
僕
た
ち
が
ボ
ラ
ン

 

↑閉鎖された仮設住宅  

 

↓さまざまな仮設住宅から集められ

た復興住宅  
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テ
ィ
ア
と
し
て
何
か
を
し
な
く
て
も
、

現
場
に
行
っ
て
現
場
の
人
の
話
を
聞
く
。

そ
れ
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
必
要
な
こ
と
な
ん

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
の
活
動
内
容
が
ど
の
よ
う

に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
活

動
が
細
く
て
も
長
く
つ
な
が
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
交

流
会
で
復
興

住
宅
で
の
炊

き
出
し
を
ご

提
案
い
た
だ

い
た
の
で
、

ぜ
ひ
具
現
化

し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

そ
れ
と
、

交
流
会
の
話

の
中
で
２
日

目
に
富
岡
町
を
ご
案
内
い
た
だ
く
こ
と

が
決
ま
り
行
っ
て
き
ま
し
た
。
帰
宅
困

難
地
域
と
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
の

境
界
線
や
、
仮
設
住
宅
に
住
ま
わ
れ
て

い
た
方
が
以
前
住
ま
わ
れ
て
い
た
場

所
、
震
災
直
後
に
避
難
し
た
場
所
、
富

岡
町
に
戻
っ
て
再
開
し
た
お
蕎
麦
屋
さ

ん
、
東
京
電
力
廃
炉
資
料
館
（
旧
エ
ネ

ル
ギ
ー
館
）
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
（
環
境
省
管
轄
）
な
ど
ご
案
内
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
感
じ
た
こ
と

も
書
き
た
い
の
で
す
が
紙
面
の
都
合

上
、
ま
た
の
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

    
 

↑ガードレールの右側が帰宅困難地

域です。このガードレール、道路

一本が大きな境界線です  

 

 

↑帰宅困難地域内にある西願寺  

（仙台教区浜組）  

 

 

↑富岡駅～浪江駅（常磐線）繋がら

ない電車  
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災害義捐金にご協力いただきましてありがとうございます。

この度の義捐金は下記の通り送金いたしましたのでご報告い

たします。  

 

期間：２０１７年１月２３日（月）～  

２０１８年１１月１９日（月）  

金額：￥４８，６９８‐  

用途：２０１８年北海道胆振東部地震災害義援金  

累計：￥２４６，１５４‐ 

 

 なお、引き続き義捐金を募集いたしますので、皆様のご協力

をよろしくお願いいたします。  

災害義捐金報告 
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◆
１
月
７
日
（
月
） 

東
京
一
組 

組
会 

 
 ◆

１
月

11
日
（
金
） 

東
京
教
区 

 

お
寺
の
子
ど
も
会
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン 

意
見
交
換
会 

 

◆
１
月

16
日
（
水
） 

 

東
京
教
区 

 

同
朋
社
会
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 全

大
会 

 

◆
１
月

17
日
（
木
） 

児
童
教
化
連
盟 

常
任
委
員
会 

◆
２
月

11
日
（
日
） 

 

児
童
教
化
連
盟 

 

真
宗
会
館
子
ど
も
会 

 

◆
２
月
５
日
（
火
）
～
７
日
（
木
） 

 

東
京
一
組 

和
合
会
研
修
旅
行 

 

「
鹿
児
島
か
く
れ
念
仏
と 

西
郷
（
せ
ご
）
ど
ん
を
た
ず
ね
て
」 

 

「
か
く
れ
念
仏
」
と
は 

鹿
児
島

に

浄
土
真
宗
が

伝
わ
っ
た

の
が
室
町
時
代
（
１
５
０
５
年
）
頃
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
来
３
０
０
年
に

わ
た
り
浄
土
真
宗
の
教
え
は
封
建
体
制

を
壊
す
き
っ
か
け
に
な
る
と
さ
れ
念
仏

禁
止
と
い
う
宗
教
弾
圧
を
受
け
ま
す
。

念
仏
を
禁
止
さ
れ
た
門
徒
は
竹
林
の
ガ

マ
（
横
穴
）
や
川
瀬
の
岩
穴
で
役
人
に

隠
れ
て
念
仏
を
申
し
て
い
た
。 

 

↑

鹿
児
島
知
覧
の
立
山
か
く
れ
念
仏
洞 

↓

念
仏
洞
内
に
入
っ
た
住
職 

 

住
職
の
歩
み  
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◆
２
月

13
日
（
水
） 

東
京
教
区 

 

お
寺
の
子
ど
も
会
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン 

 

◆
２
月

23
日
（
土
） 

 

湾
岸
親
鸞
講
座
④ 

 

◆
２
月

25
日
（
月
）
～

26
日
（
火
） 

 

東
北
連
区 

児
童
教
化
指
導
者
研
修
会 in

高
田
教
区 

 

◆
２
月

27
日
（
水
） 

東
京
一
組 

教
化
委
員
会 

 ◆
３
月
４
日
（
月
） 

 

東
京
教
区
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
９
』 

 

高
田
教
区
広
報
誌
と
の
懇
談
会 

  

◆
３
月
６
日
（
火
） 

児
童
教
化
連
盟 

常
任
委
員
会 

 

◆
３
月
６
日
（
水
） 

 

東
京
一
組 

住
職
寺
族
研
修
会 

 

「
宗
名
問
題
」
に
つ
い
て 

 

◆
３
月
７
日
（
木
） 

東
京
教
区 

同
朋
会
議 

 

◆
３
月
９
日
（
土
）
～

10
日
（
日
） 

 
本
所
仏
教
会 

 

東
京
都
慰
霊
堂
春
季
法
要 

 

◆
３
月

12
日
（
火
） 

東
京
教
区 

 

お
寺
の
子
ど
も
会
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン 

 
な
ど
な
ど 

 

↑

新
潟
県
妙
高
高
原
で
ス
ノ
ー
ハ
イ
ク 

（
東
北
連
区 

児
童
教
化
指
導
者
研
修
会
） 
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▼
修
正
会
厳
修
兼 
新
年
会 

（
２
０
１
９
年
１
月

14
日
） 

 

本
年
も
修
正
会
を
厳
修
い
た
し
ま
し

た
。
修
正
会
と
は
、
新
た
な
年
を
迎
え

て
、
仏
さ
ま
の
前
で
身
を
正
し
、
あ
ら

た
め
て
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、
１

年
を
歩
み
出
す
新
年
の
法
要
で
す
。 

法
要
は
新
年
会
で
皆
様
と
新
年
の
乾
杯

を
行
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
今
年
は
住
職
、
坊
守
共
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
参
加
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。 

 

▼
横
澤
正
克
さ
ん 

旭
日
中
綬
章
受
章 

本
明
寺
門
徒
の
横
澤
正
克
さ
ん
が
、

２
０
１
８
年
秋
の
叙
勲
で
旭
日
中
綬
章

を
受
章
さ
れ
本
山
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。 

 
▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
訪
問 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

墨
田
第
３
団

ビ

ー
バ
ー
隊
（
小
１
～
２
）
が
本
明
寺
に

訪
問
し
、
お
勤
め
、
住
職
の
お
話
、
腕

輪
念
珠
作
り
な
ど
の
活
動
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

ま
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
（
中
３
～
高
）

は
本
明
寺
に
対
す
る
「
年
間
を
通
し
た

奉
仕
活
動
」
の
一
環
と
し
て
活
動
し
て

く
れ
ま
し
た
。 

 

明 

本 

ら 寺 

の 報 

ご 

告 

か 
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一
月 

二
月 

三
月 
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本
明
寺
の
予
定 

◆
本
明
寺 

真
宗
入
門
講
座 

（
本
明
寺
聞
法
会
を
兼
ね
ま
す
） 

期 

日
：
２
０
１
９
年 

６
月

30
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
月

28
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

８
月

25
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

９
月

29
日
（
日
） 

時 

間
：

15
時
～

17
時
（
終
了
後
懇
親
会
が
あ
り
ま
す
） 

お 

話
：
本
田 

彰
一
（
本
明
寺
住
職
） 

テ
ー
マ
：
浄
土
真
宗
に
学
ぶ
入
門
講
座 

（
お
勤
め
の
稽
古
、
親
鸞
聖
人
の
生
涯
な
ど
） 

参
加
費
：
５
０
０
円 

◆
本
明
寺 

子
ど
も
会
・
春
（
花
ま
つ
り
） 

日 

時
：
２
０
１
９
年
４
月

14
日
（
日
）

13
時
～

16
時 

内 

容
：
お
勤
め
・
お
話
し
・
ゲ
ー
ム
な
ど 

会 

費
：
３
０
０
円 

対 

象
：
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

（
で
も
、
子
ど
も
が
主
役
で
す
） 

※
小
学
校
２
年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

し
ま
す
。 

◆
本
明
寺 

お
み
が
き
奉
仕
の
つ
ど
い 

期 

日
：

５
月

19
日
（
日
） 

時 

間
：

13
時
～

16
時 

◆
本
明
寺 

永
代
経
法
要 

期 

日
：

５
月

26
日
（
日
） 

日 

程
：

12
時
～ 

受
付 

13
時
～ 

法
要 

14
時
～ 

法
話
（
本
明
寺
住
職
） 

15
時
～ 

懇
親
会 

◆
本
明
寺 

聞
法
会 

期 

日
：
２
０
１
９
年 

4
月

28
日
（
日
） 

時 

間
：

15
時
～

17
時
（
終
了
後
懇
親
会
が
あ
り
ま
す
） 

お 

話
：
本
田 

彰
一
（
本
明
寺
住
職
） 

テ
ー
マ
：
輪
読
を
し
よ
う 

（
『
真
宗
の
生
活
』
を
一
緒
に
読
み
、
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
） 

参
加
費
：
５
０
０
円 
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◆
湾
岸
親
鸞
講
座
（
市
民
講
座
） 

テ
ー
マ
：
「
現
代
社
会
と
宗
教
、
そ
し
て
親
鸞
」 

―

（
４
）
『
教
行
信
証
』
を
読
む―

 

日 

程
：
⑤
２
０
１
９
年 

４
月

13
日
（
土
） 

⑥ 
 

 
 

 
 

６
月

15
日
（
土
） 

講 

師
：
木
越 

康 
氏
（
大
谷
大
学
学
長
） 

受
講
料
：
１
，
０
０
０
円 

会 

場
：
す
み
だ
産
業
会
館
、
他 

※
会
場
は
不
定
で
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

 

住
職
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
時
に
お
参
り
し
ま
す 

◆
法
事 

 
 

上
記
の
年
回
忌
や
四
十
九
日
法
要
な
ど 

◆
祥
月
命
日 

 
 

上
記
の
年
回
忌
以
外
の
当
月
命
日 

◆
月
命
日 

 
 

毎
月
の
命
日 

◆
春
秋
彼
岸 

 
 

春
季
（
３
月
）
、
秋
季
（
９
月
）
の
お
彼
岸 

◆
お
盆 

 
 

本
明
寺
に
於
い
て
は
７
月
１
日
～
８
月

31
日 

◆
そ
の
他
の
仏
事 

誕
生
記
念
、
入
学
祝
い
、
卒
業
祝
い
、
成
人
記
念
、
結
婚

式
、
お
内
仏
（
お
仏
壇
）
安
置
、
入
仏
式
な
ど
慶
弔
を
問

い
ま
せ
ん 

お
参
り
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
日
程
、
場
所
（
お
寺
、
ご

自
宅
、
墓
地
な
ど
）
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
一
ヵ
月
前
ま
で
に

お
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
お
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
、
お
気
軽
に
本
明
寺
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

回忌 命終された年
2018年

(平成30年)
2017年

(平成29年)
2013年

(平成25年)
2007年

(平成19年)
2003年

(平成15年)
1997年

(平成9年)
1995年

(平成7年)
1993年

(平成5年)
1987年

(昭和62年)
1983年

(昭和58年)
1977年

(昭和52年)
1973年

(昭和48年)
1970年

(昭和45年)
1945年

(昭和20年)
1920年

(大正9年)
100回忌

13回忌

17回忌

23回忌

25回忌

27回忌

37回忌

43回忌

47回忌

年忌案内

33回忌

50回忌

75回忌

2019年(平成31年)

1周忌

3回忌

7回忌
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◆
私
た
ち
の
真
宗
◆ 

一
、
本
尊 

 

阿
弥
陀
如
来 

二
、
宗
祖 

 

親
鸞
聖
人 

三
、
宗
旨 

 

浄
土
真
宗 

四
、
宗
派 

 
真
宗
大
谷
派 

五
、
本
山 

 

真
宗
本
廟
（
京
都
・
東
本
願
寺
） 

六
、
経
典 

 

浄
土
三
部
経 

仏
説
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仏
説
観
無
量
寿
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
仏
説
阿
弥
陀
経 

七
、
教
え 

 

本
願
を
信
じ
、
念
仏
も
う
さ
ば
仏
に
な
る 

八
、
称
名 

 

南
無
阿
弥
陀
仏 

九
、
勤
行 

 

正
信
偈
・
念
仏
・
和
讃
・
回
向
・
御
文 

十
、
宗
風 

 

礼
拝
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
朝
夕
に
勤
行
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

正
信
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
迷
信
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
歩
み
ま
し
ょ
う
》 

 
 

 
 

 
 

 

聞
法
の
生
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《
仏
法
を
聴
聞
し
、
生
ま
れ
た
意
義
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
き
る
喜
び
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
》 

発
行 

真
宗
大
谷
派 

本
明
寺 

 
 

 
 

住
職 

本
田 

彰
一
（
釋 

彰
一
） 

〒1
3
0
-
0
0
1
2
 東

京
都
墨
田
区
太
平
二‐

七‐

一 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
3
-
3
6
2
3
-
1
5
3
6
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
3
-
3
6
2
3
-
1
5
3
8
 

E
-
m
a
i
l
 

h
o
n
m
y
o
u
j
i
@
m
x
1
.
t
t
c
n
.
n
e
.
j
p
 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
1
.
t
t
c
n
.
n
e
.
j
p
/
h
o
n
m
y
o
u
j
i
/
 

★
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
質
問
な
ど
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

★
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
す
ぐ
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

あ
と
が
き 

▼
新
し
い
元
号
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ま

に
と
っ
て
「
平
成
」
は
ど
ん
な
時
代
で
し
た
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
「
令
和
」
と
い
う
時
代
に
何
を
願

い
、
ど
の
よ
う
に
生
き
ま
す
か
。
共
に
尋
ね
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 


